
子宮頸管粘液中顆粒球エラスターゼ検査
採取綿棒､採取方法及び抽出方法一部変更のお知らせ

No.2024-50   Date 2024.12.

謹啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別なご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。
この度、子宮頸管粘液中顆粒球エラスターゼ用（定量用）容器（弊社容器記号：KE）に付属され
ている綿棒につきまして、販売中止のため、別メーカーの綿棒に変更させていただきます。
なお、この変更に伴い、検体採取方法及び抽出方法を一部変更させていただきます。
先生方には大変ご迷惑をお掛けいたしますが、事情をご賢察の上、何卒ご了承のほどよろしく
お願い申し上げます。

謹白　

 変更日　2024年12月より順次変更

対象容器

● 子宮頸管粘液中顆粒球エラスターゼ用（定量用） （容器記号：KE）

新 従来

容　 器　 画　 像

●従来の綿棒もそのまま使用できます。 …変更される綿棒

裏面に続きます

資料、お問い合わせは担当者または最寄りの営業所までお願いいたします。

☎0570‒085‒212 FAX（011）787‒2191札幌本社：〒007‒0867 札幌市東区伏古七条三丁目5番10号



変更後の検体採取方法及び抽出方法 総合検査案内2024：197ページ掲載

検体採取（専用容器：KE）

抽出方法

子宮腟部の粘液を綿球で
丁寧に拭い取ります。

1.

2. 綿棒を子宮頸管内腔に挿入
します。

3. 綿棒をゆっくりと2回転
させ、頸管粘液(滲出液)を
採取します。

注意事項
（1）子宮頸管部より採取してください。

（2）検体採取は腟部洗浄前に行ってください。

正しい採取部位
〈採取後〉

粘液

固形物

〈採取前〉

液量確認線 液面
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（3）綿棒が外子宮口周辺の分泌物や粘液に接触しな
いようにしてください。綿棒の先が初めて接触
する部分が頸管内腔であるように挿入してくだ
さい。

（4）綿棒１回転あたり約５秒をかけ、自然に粘液
(滲出液)をしみ込ませるようにしてください｡
少量の固形物が付着した場合には、ピンセッ
ト等で取り除いてください。又、大量の固形
物が付着した場合には、検体採取をやり直し
てください。

（5）採取した検体は15分以内に抽出操作を行って
ください。

フィルターを
セットします。

頸管粘液(滲出液)を採取し
た綿棒を浸けて、２～３分
間放置します。

綿棒を20～30回
細かく上下させて検体を
抽出します。

検体抽出液がしみ込んだ綿棒
を、抽出容器壁面に軽く押し
つけて、抽出液が滴らない
程度にした後、取り除きます。

検体保存容器にキャップを
し、容器ラベルを貼って保存
します。凍結にてご提出くだ
さい。

検体抽出液を検体保存容
器へ濾過します。この時
の加圧は1回のみとし、
5～7滴(約300μL)を
分取します。
必要量を得られない場合
は検体採取からやり直し
てください。

抽出液の液面が、抽出容器の液
量確認線の間にあることを確認
します。なお、抽出液がキャッ
プ中栓に付着している場合があ
るので、振り落とした後に液面
の確認を行ってください。




